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ても “味 ” のある雰囲気に仕上がり，性能面
では問題が無い為，今回はこの仕上げとした。
試験的なやり方ではあるが，学生でも気軽に
施工することができ，DIY向きだと感じた。
写真13　左官工事の様子 1
写真14　左官工事の様子 2
写真12　フローリング張りの様子 2
写真11　フローリング張りの様子 1
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⑹クリーニング工事（2018.11. 21 ～12.13）
　既存のまま使用する予定のキッチンや，浴
室，玄関，サッシ等と工事の際の汚れなどの
清掃を行った。他の部分がきれいになってい
る為，見劣らないように長年の汚れを取り除
くのは想像以上に大変な作業であった。特に
キッチン廻りの油汚れや，浴室のカビなどは
なかなか取れず，重曹やカビ取り剤を用いき
れいにした。今までの建設工事の実習とは異
なり，実際にこの住宅に住まう方のことを考
えると学生も気持ちが入るようであった。
写真15　クリーニングの様子 1
写真16　クリーニングの様子 2
　
⑺床塗装工事（2018.11.28,11.29）
　床を長良杉の無垢材で張替した箇所の塗装
工事を行った。塗料も自然素材である柿渋や
荏胡麻油からできた柿渋水性エマルジョン塗
料を用いた。スポンジで一度塗った後，少し
時間をおいて，布でふき取りをした。少しツ
ヤが出た感じであった。
　
3 . おわりに（成果と今後の課題）
プロジェクトの成果
　本プロジェクトの成果は以下の３点であ
る。
　まず第一に真の意味での産官学連携事業と
して実践できたことである。本学住居学専攻
は各務原市と産官学金の四者による連携協定
を結び，平成28年から「DIY型空き家リノ
ベーション事業」を推進しているところであ
るが，平成29年度までは，各務原市より情
報提供された空き家を対象としたリノベー
ションデザインを行うことにとどまってい
た。しかしながら，平成30年度のこの各務
原市蘇原青雲町の築55年の空き家について
は，リノベーションデザインだけでなく，空
き家リノベーション推進会議の一員である建
築・設計業者の方々および各務原市と3者の
連携にて，実際の工事，賃借人の募集まで一
貫して関わることができた。金融機関までの
連携はできなかったが，がっちりとタッグを
組んだ3者連携事業として実践することがで
きた経験は，今後の地域連携，地域貢献事業
の展開に向けて大きな一歩を踏み出すことが
できたと言える。
　また，学生の教育面においても大きな成果
を得ることができた。これまでも役所や建築
業者の方々にご協力を頂いて様々なプロジェ
写真17　床塗装の様子
（文責：森田実沙）
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クトを展開してきており，その中で学生は多
様な方々とのコミュニケーションの取り方や
実社会で仕事を進めていく上での方法や責任
感を体験的に学んできた。しかし，それらの
プロジェクトは基本的には本学のキャンパス
内での建設プロジェクトであったが，今回は
まさに実社会の中に実存している建物のリノ
ベーションのプロジェクトであり，デザイン，
工事，プレゼン等あらゆる活動において担当
する学生にかかる責任やプレッシャーはこれ
までに経験したことがなかったものであっ
た。ここから学んだ仕事観は学生たちにとっ
て非常に価値あるものだったと言える。
　さらに，リノベーションだからこその成果
もあった。古い建物の耐震性の確保にかかる
デザイン上の制約について知ることもできた
し，短期間でのリノベーション前後の住環境
の大きな変化やデザインしたものが実際にカ
タチになる喜びについてもしっかりと体験で
きた。学生にとっては，今後の学修への意欲
や就活へのモチベーション向上に大きな成果
があったと言える。
今後の課題
　一方，今後の学外での建設プロジェクトの
展開に向けて課題となることもいくつか明ら
かになった。
　まず，学生の安全確保とリスク回避に関わ
る課題である。学外で工事等を実施すること
になると，車等での学生の送迎が必要となり，
その行程での事故等への対応が必要である。
今回は教員が大学の車や自己所有の車を運転
して学生の送迎を行ったが，事故等の危険性
があることは否めない。学生が活動する現場
の選定条件，交通機関の確保のあり方等につ
いて検討する必要があろう。
　また本来なら，学生自身の安全面だけでな
く，設計や工事におけるミス等で損害を与え
た場合の賠償責任についても，誰がどこまで
負担するのかといったことを事前に検討して
おく必要がある。
　次に学生の関わり方の課題である。工事を
行う現場の受け入れ人数にも限界があるた
め，今回は工事に赴く学生は毎回異なること
になった。そのため，学生からすると工事全
体を一貫して体験できない，現場で指導する
業者の方々からすると，毎回説明や指導に手
間がかかってしまうといった問題も見受けら
れた。学生がどのように関わるか，慎重に検
討して計画する必要がある。
　最後に工事にかかる費用負担に関する課題
である。今回は工事に関する費用はすべてサ
ブリースを行う建設業者の方に負担していた
だいた。しかしながら，学生が工事に参画す
ることで工事費用は通常よりも大きくなって
いると想像できる。本学の教育にかかる費用
としてどこまで負担が可能なのかも含め，各
務原市，空き家リノベーション推進会議の建
築業者等，そして本学の３者における費用負
担等のあり方について検討すべきであろう。
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